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マ
イ
ホ
ー
ム
は
傾
き
、
上
下
水
道
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
は
寸
断
…
。

　

東
日
本
大
震
災
で
深
刻
な
液
状
化
被
害
を
受

け
た
千
葉
県
浦
安
市
舞
浜
地
区
。
地
元
の
「
舞

浜
３
丁
目
自
治
会
」
は
震
災
の
翌
日
、
独
自
の

災
害
対
策
本
部
を
発
足
さ
せ
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、
緊
急
連
絡
な
ど
を
行
う
た
め
の

ブ
ロ
グ
を
開
設
し
た
。

　

震
災
か
ら
５
日
後
の
３
月
16
日
に
は
、
ブ
ロ

グ
の
抜
粋
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
（
メ
ル
マ
ガ
）

に
し
て
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
配
信
す
る
試

み
を
開
始
。地
域
住
民
に
登
録
を
呼
び
掛
け
た
。

　

メ
ー
ル
に
は
自
治
会
が
主
催
す
る
住
民
説
明

会
の
案
内
の
ほ
か
、
汚
泥
処
理
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
、
行
政
か
ら
の
情
報
や
新
聞
記

事
な
ど
地
域
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
掲

載
し
た
。
震
災
か
ら
間
も
な
く
４
カ
月
に
な
る

今
も
配
信
は
続
い
て
い
る
。

　
「
舞
浜
は
新
興
住
民
が
多
く
、
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
地
域
関
係
は
希
薄
だ
っ
た
。
し
か
し
、

メ
ル
マ
ガ
の
配
信
を
始
め
て
確
実
に
、
地
域
が

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」

　

そ
う
話
す
の
は
震
災
発
生
時
の
同
自
治
会
広

報
委
員
長
で
、
本
年
度
は
会
長
を
務
め
る
肘
井

哲
也
（
47
）。
ブ
ロ
グ
や
メ
ル
マ
ガ
の
仕
掛
け

人
だ
。

　

下
水
道
改
修
時
の
立
ち
会
い
や
駐
車
場
に
止

め
て
あ
る
車
の
移
動
な
ど
を
メ
ル
マ
ガ
で
依
頼

す
る
と
、
住
民
が
す
み
や
か
に
応
じ
て
く
れ
た

こ
と
に
「
驚
い
た
」
と
い
う
肘
井
。「
戸
別
の

回
覧
板
で
は
、
周
知
に
時
間
が
か
か
る
。
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
の
実
力
を
実
感
し
ま
し
た
ね
」。

　

現
在
、メ
ル
マ
ガ
の
登
録
者
は
約
６
０
０
人
。

こ
う
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
自
治
会
に
対
す

る
住
民
の
意
識
を
変
化
さ
せ
た
の
か
、
加
入
世

帯
も
震
災
前
よ
り
50
増
え
、
約
５
０
０
世
帯
に

な
っ
た
。
住
民
の
高
齢
化
や
加
入
率
の
低
下
な

ど
で
活
動
が
停
滞
し
が
ち
な
自
治
会
も
多
い

中
、
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
自
治
会
モ
デ
ル
の
構
築
を

試
み
る
肘
井
ら
に
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
取
材

が
相
次
い
だ
。

　

実
は
、
同
自
治
会
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
た
の
が
、
横
浜
市
中
区
の
Ｉ
Ｔ
関
連
会

社
「
と
も
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」。
代
表
の
渡

辺
桃と

伯も

子こ

と
肘
井
は
、
以
前
か
ら
仕
事
を
通
じ

て
知
り
合
い
だ
っ
た
と
い
う
。

　

同
社
が
２
０
０
９
年
４
月
に
提
供
を
開
始
し

た
「
サ
ポ
チ
ュ
ー
（
Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ　
ｙ
ｏ

ｕ
）」
は
、
も
と
も
と
法
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
資
料
請
求
な
ど
の
入
力
フ
ォ
ー

ム
を
作
成
し
た
り
、
大
量
の
メ
ー
ル
を
同
時
送

信
し
た
り
す
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
管
理
な
ど
も
簡

単
に
行
え
る
の
が
特
徴
だ
。

　

従
業
員
８
人
の
会
社
を
経
営
す
る
地
震
の
経

験
か
ら
、「
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
人
材
を
配
置
す
る

余
裕
の
な
い
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
思
っ
た
の
が
、
開
発
の
き
っ
か
け
。
災
害
時

の
連
絡
手
段
と
し
て
使
う
こ
と
な
ど〝
想
定
外
〞

だ
っ
た
。

　

舞
浜
で
の
試
み
を
聞
く
う
ち
に
、
渡
辺
は
思

い
を
強
め
た
。

　
「
Ｉ
Ｔ
が
地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
ツ
ー

ル
に
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
、
Ⅲ
面
に
続
く
）
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「
東
日
本
大
震
災
は
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ

ス
両
方
の
側
面
を
見
せ
つ
け
た
」。
横

浜
市
中
区
の
Ｉ
Ｔ
関
連
会
社
「
と
も
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
代
表
・
渡
辺
桃と

伯も

子こ

は
、
そ
う
実
感
を
込
め
て
語
る
。

　

自
身
が
手
掛
け
る
地
域
情
報
サ
イ
ト

「
ヨ
コ
ハ
マ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
を
通
じ
、
支
援

物
資
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
賛
同
者
が
集

ま
っ
た
。
一
方
で
震
災
後
、
短
文
投
稿

サ
イ
ト「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」な
ど
で
は
誤
っ

た
情
報
が
流
れ
、
混
乱
が
生
じ
た
の
も

事
実
だ
っ
た
。

　
「
多
く
の
人
が
つ
な
が
り
を
求
め
る

時
代
。
顔
の
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
Ｉ
Ｔ
の
特
性
を
知
り
、
上
手

に
活
用
す
る
視
点
が
欠
か
せ
な
い
」
と

渡
辺
は
強
調
す
る
。

　

震
災
後
、
同
社
の
ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム

作
成
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ　

ｙ
ｏ
ｕ
（
サ
ポ
チ
ュ
ー
）」
を
使
っ
て

住
民
へ
の
情
報
発
信
を
始

め
た
千
葉
県
浦
安
市
の
舞

浜
３
丁
目
自
治
会
。
会
長

の
肘
井
哲
也
に
と
っ
て
、

か
つ
て「
自
治
会
」や「
地

域
」は
遠
い
存
在
だ
っ
た
。

　

舞
浜
に
移
り
住
ん
だ
の

は
７
〜
８
年
前
。
レ
ン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
を
展
開
す
る

会
社
な
ど
の
代
表
と
し

て
、
都
内
の
職
場
と
自
宅

を
忙
し
く
往
復
す
る
日
々

が
続
い
た
。
近
所
で
の
知

り
合
い
は
ご
く
限
ら
れ
て

い
た
。

　

転
機
は
２
０
０
９
年
に

訪
れ
た
。
初
め
て
引
き
受

け
た
自
治
会
役
員
。「
輪
番
制
の
た
め
」

だ
っ
た
と
は
い
え
、
地
域
を
知
る
機
会

と
と
ら
え
た
。

　

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
―
。

　

液
状
化
と
い
う
事
態
に
街
も
住
民
も

深
く
傷
付
い
た
が
、
一
方
で
「
か
け
が

え
の
な
い
物
を
手
に
入
れ
た
」
と
も
感

じ
て
い
る
。大
型
連
休
中
、サ
ポ
チ
ュ
ー

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
呼
び
掛
け

た
自
治
会
集
会
所
の
汚
泥
処
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は
、
80
人
近
く
の
住
民
が
集

結
。
日
ご
ろ
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
が

少
な
い
現
役
世
代
男
性
の
姿
も
目
立

ち
、
み
ん
な
で
汗
を
流
し
た
。

　

多
く
の
人
が
携
帯
電
話
を
所
有
し
、

メ
ー
ル
機
能
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
肘
井
が
目
指
す

の
は
、
ま
さ
に
渡
辺
の
言
う
よ
う
な
、

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
関
係

と
Ｉ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た
「
都
市
型
の

自
治
会
モ
デ
ル
」
だ
。

　
「
自
治
会
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

住
み
た
い
と
思
わ
れ
る
街
に
し
た
い
」

秋
田
県
出
身
の
渡
辺
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
か
か
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
１
９
８
０
年
代
半
ば
。

シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

の
秘
書
と
し
て
働
い
て
い
る
際
、
学
習

塾
講
師
の
経
験
を
買
わ
れ
、
教
育
用
ソ

フ
ト
の
開
発
を
任
さ
れ
た
。「
ま
っ
た

く
の
素
人
だ
っ
た
」
と
い
う
が
、
本
格

的
に
学
ぶ
う
ち
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
人
間
の
能
力
を
高
め
る
道
具
」
と
実

感
。
い
つ
し
か
そ
の
奥
深
さ
に
引
き
込

ま
れ
て
い
っ
た
。

　

89
年
の
会
社
設
立
後
は
、
業
務
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
な
ど
を

手
掛
け
て
き
た
。
い
つ
も
根
底
に
あ
る

の
は
「
ｗ
ｅ
ｂ
を
通
じ
、
人
と
人
と
が

つ
な
が
れ
る
場
を
創
出
し
た
い
」
と
い

う
思
い
。
顧
客
の
目
線
を
大
切
に
し
な

が
ら
使
い
勝
手
の
良
さ
を
追
求
し
て
き

た
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
受
注
は

減
少
し
た
。
厳
し
い
経
営
環
境
に
変
わ

り
は
な
い
が
、
舞
浜
で
の
サ
ポ
チ
ュ
ー

の
活
用
事
例
に
、
今
、
新
た
な
可
能
性

を
見
い
だ
し
て
い
る
。

　
「
例
え
ば
新
興
住
民
の
多
い
横
浜
市

北
部
エ
リ
ア
な
ど
で
、
舞
浜
で
の
試
み

を
広
げ
た
い
。
ニ
ー
ズ
は
き
っ
と
あ

る
」。
渡
辺
は
、
多
く
の
地
域
が
I
T

に
よ
っ
て
〝
つ
な
が
る
〞
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。　

 （
敬
称
略
）
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●Ⅰ面から続く

４月初旬に舞浜３丁目自治会が開催した住民説明会。700人以上の
住民が訪れたという

D　A　T　A
●ともクリエーションズ
　1989年設立。横浜市中区元浜
町に事務所を構え、システム開発
などを手掛ける。資本金1800万
円。従業員８人。

宝の色に魅せられて
　大学生の時、七宝の釉

ゆう
薬
やく
を製造している会社で、初めて目にした七宝の銘々皿。世の

中にこんなに美しいものがあったのかと、衝撃を受けました。その会社で七宝の基礎を
学び、独立。アトリエで自分の作品を作りながら、講師として技を伝えています。
　自然を取り入れた図案を得意としていますが、これは子どものころを過ごした宮崎県
の里山が原風景。その中に自分のテーマカラーであるブルーをいかに表現するか。デザ
インに合った深みや繊細さを探求したい、という気持ちは大きくなり続けています。
　これまで培った技術を若い世代に伝えていくことも、私の重要な仕事です。「七宝」
とはその名の通り宝の輝き。釉薬差しの回数、炉に入れる回数、数十種類の砥

と
石
いし
で磨き

上げること。一つ一つの工程で色とつや、輝きが違った表情を見せる工芸品です。ぜひ
自分の手で作ってみてほしい。完成までの、その過程を楽しんで欲しいと思います。
　これからは少しずつ、自分の生徒と共に地域の作業所などでの指導も増やしていきた
いですね。誰にでも表現できる場を提供していく。伝承とともに日本の工芸家に求めら
れていることなのです。

七宝工芸家HAMA
JOB

029
松本祐昌　Sukemasa Matsumoto

●宮崎県出身。1942年生まれ。大学在学中に七宝の美しさに魅了され工芸家となる。
現代美術協会・現展の新人賞受賞を皮切りに、国際七宝日本展連続入選、神奈川七宝展
神奈川新聞社賞などを受賞。日本七宝作家協会常務理事。自身のアトリエ燿七宝彫金工
房（横浜市神奈川区六角橋）にて七宝教室の講師も務める。☎045（491）1584。

４月初旬に舞浜３丁目自治会が開催した住民説明会。700人以上の

ブログやメルマガの仕掛け人。「震災前と比べ、確実に地域がつながって
いるように思う」と話す舞浜３丁目自治会・肘井会長
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